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研究成果の概要（和文）：　本研究は、近世前期（17世紀～18世紀前期）の日本の支配体制をめぐる上方町人達の意識
構造を、それを最もよく表す近松門左衛門の世話浄瑠璃とその関連テクストの分析を主たる手掛りとして、当時の国際
関係と関連づけて解明することを試みたものである。近世前期には、幕府の「法」による規律が強化され抑圧的な体制
が確立してゆくが、上方町人達は、こうした体制に対する強い抵抗感と自立的な商業世界の形成の難航から、海外への
関心を高め自由な貿易を求めた。しかし、18世紀後期になると、その意識は急激に変化し、体制への抵抗が薄れてむし
ろ体制側の価値観に接近する一方、対外観も大きな変容を遂げることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　This study tries to clarify the townspeople's consciousness of the government 
and international relations in the early Edo period, by analyzing Chikamatsu Monzaemon's 
"Joruri"(traditional puppet theater scripts) and related texts. This analysis has discovered that in this 
period the townspeople of the Kamigata district expressed their resentment to the repressive regime, 
became more interested in foreign cultures, and wished to conduct free external trade, having little hope 
to build an autonomous economic society under the government of that time. However, in the latter half of 
the eighteenth century, their resistance to the regime rapidly waned and their view of foreign countries 
also changed radically.

研究分野：日本法制史
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）研究代表者は、前近代の日本を対象と
して、法のあり方を規定する社会構造を、こ
れと深い関わりを持つ文学の分析を通じて、
歴史的・実証的に解明する研究を続けてきた。
特に 2006 年以降は、近世前期（17 世紀～18
世紀前期）に、中国のテクストの翻訳・翻案
の形で裁判小説というジャンルが初めて現
れ、その中に中国の種本にも前後の時代の日
本の文芸にも見られない、多様な民事裁判に
関する記述が頻出することに着目し、こうし
た文芸を生んだ上方都市の社会構造と民事
裁判の関係の解明に取り組んだ。その過程で、
近世前期には、幕府による規律強化が進み、
元来自治的性格の強かった上方都市の町人
社会も自由を失い閉塞してゆくことが明ら
かになったが、より興味深く思われたのは、
町人の間にはそのような動きに対する抵抗
の意識も存在し、彼らの文芸、とりわけ近松
門左衛門の浄瑠璃には、それが鮮明に表れて
いることである。また、幕府の海禁政策にも
かかわらず、近松ら町人の文芸には、西洋語
も含む外国語の影響と海外への強い関心が
窺われることも分かり、当時の町人の意識構
造について、国際的な動向との関連を考慮し
つつ、一層深く探究したいと考えるに至った。 
 
（2）そこで、関連する研究状況を調査した
ところ、特に貿易史や文化交流史の分野では、
一国の枠を超えた人や物の流れが解明され
ているものの、そうした流れの背後にある
人々の意識については踏み込んだ考察が行
われていなかった。さらに当時の法制史に関
しては、明清律の受容の研究を除くと、そも
そも対外関係を視野に入れた研究が乏しく、
近年漸く海外への窓口であった長崎の法制
の研究等も現れているが、被治者を含む、法
に関わる人々の意識についての検討は進ん
でいないといえる。しかし、近世日本におい
て現実に法制度がいかに機能していたかは、
それに関わる人々の意識を分析しない限り
明らかにならず、またこの分析は、社会にお
ける法のあり方や法と自由の関係といった、
法学上の普遍的な問題を解明するための鍵
にもなると思われた。 
 
２．研究の目的 
 
（1）１で述べた問題関心と研究状況の認識
に基づき、本研究は、近世前期において、幕
府の「法」による規律強化との間に鋭い緊張
関係を孕みつつ、自由を求めて外に目を向け
閉塞感の打破を図った、上方都市の町人達の
意識構造を、それを最もよく表す彼らの文芸、
特に近松門左衛門の浄瑠璃をめぐる分析を
主な手掛りに、当時の国際関係と関連づけて
解明することを目指した。そして、この目的
を達成するために、以下の点を実証的に明ら
かにすることを計画した。 

 
（2）第一は、海外との関わりが強く表れて
いる近松のテクストと、その素材となった抜
荷（密貿易）事件や明朝復興運動等に関する
史料を比較分析し、近松やその作品の主たる
享受者である町人達の意識と、現実の体制及
びその背後にある統治者の意識との間に存
在する緊張関係を解明することである。 
 第二は、当時の貿易・流通・法制関係史料
や他の著者による文学史料の分析により、海
外からの情報や文物の流れとそれらが町人
の意識に与えた影響、及び彼らの対外観と国
内の体制への見方の連関を明らかにするこ
とである。 
 その上で、上記の分析結果を総合し、近世
前期の支配体制をめぐる町人の意識構造と
その意義を、国際関係と関連づけて考察する
ことを試みた。 
 
３．研究の方法 
 
（1）一次史料の分析 
 
 本研究の中心をなす方法は、一次史料、特
に近松門左衛門のテクストとその関連史料
の比較分析である。 
 近松のテクストにおいては、当時の出来事
に直接取材した世話物はもちろん、歴史物に
おいても、過去の出来事に加え、彼が生きた
当時の何らかの現実の事象が素材として意
識されている。したがって、素材となった事
象に関連する史料を広く収集し、特にそれら
と近松のテクストの相違に留意しつつ、比較
分析を行った。近松は現実をそのまま写し取
ることは決してなく、意図的に異なるように
描いており、まさにその差異に、現実に対す
る抵抗の意識が最も鋭く表れているからで
ある。そして、近松の作品が上方町人社会に
おいて人気を博したことは、その意識が多く
の町人に共有され得たことを物語る。 
 さらに、より一般的に、当時の対外関係や
舶来品の流通、それらを規制する法制等に関
する史料、及び近松以外の町人による文学や
儒家ら知識人の著作についても収集・分析を
行い、海外の文物が町人の意識にいかなる影
響を及ぼし、彼らの対外観のみならず国内の
体制に対する見方をもいかに変えるかを明
らかにすることに取り組んだ。海外の文物が
町人らに与えた影響を知るためには、その著
作に表れた外来語や舶載書籍の使用が大き
な手掛りとなるため、それらが使われる文脈
に留意しつつ、その利用の意義を探究した。 
 なお、一次史料の収集に際しては、大学図
書館を通じた相互貸借や複写の取り寄せを
活用したが、近松が素材とした抜荷事件等に
関する史料の中には、未公刊のものも含まれ
ていたため、それらについては実際に所在地
（長崎歴史博物館等）を訪れて調査し、また
テクストに記された伝承を検証するために
長崎や博多において史跡調査も行った。 



 
（2）視角と手法の精錬 
 
 上述の一次史料の分析と並行して、研究全
体に関わる視角や手法を、より実効的なもの
になるよう鍛え上げることも、研究目的の達
成のために不可欠である。よって、史料分析
の結果を不断にフィードバックすることに
加え、以下の二点を反映させて、視角や手法
の修正を図った。 
 一点は、文学の分析から社会構造の問題に
迫る西洋の文学・歴史学・古典学等の研究文
献の収集・検討から得た知見である。 
 もう一点は、国内外の法学・歴史学・文学・
政治学等の研究者との意見交換の結果であ
る。研究会・読書会への参加や、メールや対
面での個別の意見交換を通して、関連分野の
先端的な研究状況や手法に学ぶように努め
た。 
 
（3）総合的議論の構築 
 
 （1）（2）の作業がある程度進んだ段階か
ら、分析結果を徐々に総合して議論を構築す
ることを試みた。2 年目には中間的報告（〔学
会発表〕②）を行った後、これを組み込んだ
論文（〔雑誌論文〕③・④）を公表し、それ
に対する意見を参考にしつつ、議論の精度を
さらに上げることに取り組んだ。そして、史
料・文献の追加収集・分析によって議論を補
強した上、最終年度には成果をまとめ、重点
を変えながら 2 度の報告を行った。そこで得
た法制史学者・文学者・実定法学者等からの
指摘も考慮に入れた上で、最終成果は論文の
形で公表する予定である。 
 
４．研究成果 
 
（1）研究の主な成果 
 
①近世前期上方町人の意識構造と信用問題 
 本研究の成果の第一は、近世前期、とりわ
け寛文期（1661～73）から享保期（1716～36）
にかけて、上方町人のコミュニティー、商業、
それを支える信用のあり方とこれらをめぐ
る彼らの意識が、より抑圧的になってゆく体
制との緊張の中で大きな変化を遂げること
を、主に近松門左衛門の世話浄瑠璃とこれに
関連するテクスト群の比較分析によって、実
証的に解明したことである。 
 中心に据えたテクストの一つが、貞享改暦
の直前の天和 3 年（1683）に京の大経師家で
起きた実事件をもとにした近松の『大経師昔
暦』であり、これを、同事件に関する井原西
鶴の作品や、改暦に関わる公家や暦家、幕臣
の記録等と比較しつつ、テクスト間の差異や
対立に留意して分析を行った。その結果、当
時の上方町人の間で、新しい経済活動のあり
方、すなわち支配権力にも土着的な関係にも
縛られない自立的な商業世界の構築が模索

されたこと、またその成否にとって、誰に対
していかに融資するかといった狭義の信用
の問題と、取引の前提となる信頼関係をいか
に築くかといった広義の信用の問題が、決定
的な意義を有していたことが明らかになっ
た。もっとも、町人達は、支配権力への対抗
を可能にして自立的な商業世界を支えるた
めの水平的な連帯関係をなかなか築けず、む
しろ不透明で複雑に絡み合った権力に個人
が雁字搦めにされてゆく構造が確立しつつ
あったこと、その一方で、当時の町人にはま
だこれに抵抗し、その雁字搦めの状態を突破
しようとする意識が見られたことも浮き彫
りにした。なお、これらの点についての詳細
は、〔学会発表〕②及び〔雑誌論文〕③・④
の形で既に公表済みである。 
 
②対外貿易をめぐる幕府と町人の緊張関係 
 研究成果の第二は、近世前期の対外関係、
とりわけ貿易をめぐり、規制を強めて自らの
基盤を堅固にしようとする幕府と、これに抗
して自由な貿易を望む町人との間に存在し
た、緊張・対立とその通時的変化を、抜荷を
含む貿易関係の法制・経済・文学史料の分析
をもとに解明したことである。 
 対外貿易の消長は国際情勢の変化とも深
く関わっており、1684 年の清における展海令
の発布を受けて長崎に来航する唐船が急増
すると、銅や銀の国外流出を恐れた幕府は、
年間貿易額や来航する唐船・オランダ船の年
間隻数の制限を強めた。しかし、そのことは、
来航したものの貿易を許可されなかった唐
船等による、町人相手の抜荷を増加させるこ
とにも繋がった。また抜荷の形態も変化し、
元禄期（1688～1704）以降、上方の商人を中
心とした組織的なものが多くなる。 
 当時、幕府は抜荷を厳罰に処す方針をとっ
ていたが、①で述べた如く、国内における自
立的な商業世界の形成が難航し、閉塞的な体
制が確立してゆく中で、町人の自由な貿易へ
の欲求や海外の文物への関心が高まってい
た上、抜荷が齎す桁違いの利益の誘惑もあっ
て、抜荷は一向に収まらなかった。そこで幕
府は抜荷組織の解体を目的として方針を転
換し、享保 3 年（1718）には、抜荷犯の自首・
密告を奨励する代わりに処罰を軽減する政
策を打ち出す。この転換が功を奏し、同年に
はおよそ 50 人の抜荷犯が一挙に捕えられ、
首謀者達が身体刑をかけられて大坂高麗橋
で晒されるという事件が起きるが、これを素
材としたのが、近松門左衛門の『博多小女郎
波枕』である。 
 本作品とこれに関連する同時期のテクス
トの分析からは、自己の利益を確保するため
に抜荷を厳しく取り締まり、寛刑化と引き換
えに仲間の裏切りを奨励する、という幕府の
政策に対する強い反発が、町人の間に存在し
たことが明らかになった。その一方で、少し
後の時代に本作品の翻案として作成された
複数の歌舞伎・浄瑠璃作品の分析からは、18



世紀半ば以降、こうした幕府の政策や体制自
体に対する町人の抵抗が急速に弱まってゆ
くこと、但し天保期（1830～44）頃には若干
の揺り戻しも見られることなどを読み取る
ことができた。 
 
③町人の意識構造の歴史的意義 
 研究成果の第三は、主として近松の作品と
関連するテクストから明らかになった、町人
の対外観と国内の体制をめぐる意識構造の
相互関係と通時的変容が持つ意義を、より大
きな歴史的コンテクストにおいて浮かび上
がらせたことである。このために比較の手法
を活用した。 
 すなわち、一方において、当該歴史的社会
における町人の意識の意義と位置づけを明
確にすべく、ほぼ同時代の武士や儒家の著作
から窺える意識との比較を行った。その結果、
対外観や抜荷に対する意識については、武士
と町人の間や、幕臣と諸藩の武士との間のみ
ならず、幕臣の内部においても差異が見られ
ることが分かった。例えば、享保期における、
内部告発の奨励を含む抜荷政策の転換につ
いては、幕府に仕える武士や儒家の間にも批
判的な見方があり、その中には町人に近い意
識を窺わせるものも含まれているといえる。
しかし、享保期（1716～36）以降、町人の商
業や文化に対する統制が強化されるにつれ、
町人の側の意識が大きく変容し、体制に対す
る抵抗感が薄れてゆき、18 世紀半ばには、町
人を主たる享受者とする文芸においても、武
士の世界や体制側の価値観が頻繁かつ肯定
的に描かれるようになる。そうした国内の体
制への見方の変化に伴って、町人の対外観も
変化し、「異人」や「異国」を交流しうる対
象ではなく自らとは隔絶した存在として捉
える傾向が強まることも分かった。したがっ
て、近世前期の支配体制や海外に対する町人
の意識構造は、同時代においては、身分を超
えて広く共有されたとはいえないものの、町
人のみに限定されない影響力も有していた
反面、前後の時代との関係においては、際立
った特徴を示しているといえる。 
 他方において、近松の世話浄瑠璃と、その
設定において類似し結末において対照的な
17 世紀のフランス喜劇との比較を試みた。特
に父子関係、放蕩息子の恋、その成就のため
の信用の調達、息子の友人や従者の役割、と
いった点について比較検討することによっ
て、経済的階層の成長や自立的な商業世界の
形成において近世日本の閉塞的な社会構造
が抱えていた問題やその特徴が、一層鮮明に
なった。 
 
（2）成果の位置づけとインパクト 
 
①成果の学術的意義の歴史性と普遍性 
 本研究の成果の特色の第一は、主として近
世前期の日本についての新たな実証的認識
を齎すばかりでなく、法と自由の関係といっ

た、法学の根幹に関わる普遍的で重要な問題
の解明に繋がる意義をも有することである。
強まりゆく幕府の統制に対して抵抗を見せ
た町人の意識構造を、国際関係も視野に入れ
つつ解明したことは、斬新な視角から当該社
会についての歴史的認識を深化させると共
に、本来は法により守られるはずの個人の自
由が権力者の「法」によって規制されている
という問題を浮き彫りにし、法のあり方や法
と自由の関係についての普遍的な考察の手
掛りともなる。よって、本研究の成果は、国
内外の歴史学と法学の双方の研究に大きな
インパクトを与えるものといえる。 
 
②国際的視野と比較による歴史認識の深化 
 本研究が、近世日本の支配体制をめぐる町
人の意識を対象としつつも、これを一国史の
枠内で捉えるのではなく、中国をはじめとす
る東アジアやオランダ・ポルトガル・スペイ
ン等との多様な交流や影響関係を視野に入
れ、それらとの関連において解明しようとし
たことも、顕著な特色の一つである。従来の
近世日本史研究では、国際関係の問題は主に
外交史や貿易史等の分野で扱われ、それと国
内の体制の問題との関係が十分に論じられ
ることは少なかった。本研究は、町人や儒家
の著作に表れた、西洋語を含む外国語の利用
や舶載書籍の引用、外国に関わる記述などを
丹念に分析することによって、海外の文物の
影響や対外観を具体的に明らかにしたため、
当時の人々の意識を多角的かつ精緻に浮き
彫りにするとともに、国際問題と国内問題の
関係に、新たな角度から光を当てることが可
能になった。  
 
③独創的な文学分析が齎すダイナミズム 
 本研究の独創性が恐らく最も強く表れて
いる点は、法制史をはじめとする歴史学の分
野ではあまり活用されて来なかった第一級
の文学史料──中でも卓越したスケールを
持つ近松門左衛門の作品──を取り上げ、関
連するテクスト群との差異に留意しつつ、徹
底的な比較分析を行ったことである。研究代
表者の蓄積を生かした、このような本格的な
文学分析は、法制史料や経済関係史料には十
分表れない人々の意識の解明に多大な効果
を発揮する。特に第一級の文学史料は、その
社会にとって根本的であると同時に普遍性
をも有するような、鋭い亀裂・対立の問題を
扱っているため、これを分析することにより、
当該社会に対する全体的な見通しを得るこ
とができる。 
 本研究では、例えば抜荷の問題を扱ったが、
犯科帳や御仕置伺等の法制史料の分析のみ
では、抜荷の取締に関する幕府の方針や抜荷
犯処罰の実態は明らかになっても、そもそも
なぜ抜荷が起きるのか、背景として国内の商
業やそれを取り巻く体制にどのような問題
があるのか、幕府の抜荷処罰の方針を人々は
いかに見ているのか、といった問題について



は分からない。しかし、本研究は抜荷に関す
る近松のテクストをも丹念に分析すること
で、こうした問題を一つ一つ解き明かし、抜
荷を通して近世前期の社会構造とその変化
をダイナミックに捉えることに成功した。 
 また、第一級の文学を用いることで、その
扱う問題の有する普遍性から、直接の影響関
係に囚われない比較も有意義なものになる。
本研究において、17 世紀のフランス喜劇及び
その社会経済的背景との比較が可能かつ有
効であったのもそのためであり、この比較に
より研究成果が持つ射程も広がって、日本研
究に限られない、国内外の様々な文学・歴史
学・法学の研究に刺戟を与えるものとなった。 
 
（3）今後の展望 
 
①近世中期以降の社会構造の変容の探究 
 本研究では、近世前期において、上方町人
達が、抑圧的な体制の確立に抵抗感を示し、
海外への関心と自由な貿易への欲求を強め
てゆくものの、18 世紀半ば以降、その体制へ
の抵抗感は急速に薄れ、対外観も著しい変容
を遂げる、という見通しを得た。18 世紀半ば
以降の変化は多くの史料に表れているが、当
時の町人らに享受された歌舞伎・浄瑠璃等の
文芸に見られる変化、中でも大名家の相続を
めぐる御家騒動を素材とした御家物の急激
な隆盛は注目に値する。この時代の御家物か
らは、近松や西鶴が強い抵抗感を示した、個
人を超えた「御家」を観念しそれを守るため
には犠牲もいとわない、といった武士の価値
観が窺えるからである。 
 したがって、今後は、御家物とその関連テ
クストの分析を主たる手掛りとして、家と相
続という観点から、近世中期以降の社会構造
の変容についてさらに深く解明することを
目指す。相続は普遍的に見られる紛争の種で
あると同時に、社会構造による差異が大きな
法的問題でもあり、御家物という特徴的なテ
クスト群を用いてこの問題を探究すること
は、近世中期以降の日本の社会構造の特質を
剔抉することに繋がるものと予想される。 
 
②西洋演劇との比較の進展 
 今後、より踏み込んで探究したいもう一つ
の点は、西洋演劇との比較である。特にモリ
エール等の 17 世紀を中心とするフランスの
喜劇では、近松のテクストとの比較の基盤に
なった、父子関係や放蕩息子の恋、信用の調
達といった問題と共に、相続の問題も頻繁に
扱われており、フランスでは、こうした演劇
をその社会経済的背景との関係において論
じた研究も少なからず見られる。よって、御
家物の分析と並行してフランスを中心とす
る西洋近代劇の検討も進め、一層具体的なレ
ヴェルにおいて比較を進展させることが課
題であり、それが実現すれば、従来の比較文
学・比較法等の研究では得られない、新たな
認識を齎すことができるものと考える。 
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